NEW STREAM English Communication Ⅰ

	科目：コミュニケーション英語Ⅰ　　単位：3　　学年：1年
使用教科書：（177増進堂　　コⅠ 322）　NEW STREAM English Communication Ⅰ 

副教材等：同教科書ワークブック　


【学習の到達目標】
英語を通じて，積極的にコミュニケーションを図ろうとする態度を育成するとともに，情報や考えなどを的確に理解したり適切に伝えたりする基礎的な能力を養う。

この目標を達成するために，次のような言語活動を行う。

ア　事物に関する紹介や対話などを聞いて，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。

イ　説明や物語などを読んで，情報や考えなどを理解したり，概要や要点をとらえたりする。また，聞き手に伝わるように音読する。

ウ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，話し合ったり意見の交換をしたりする。

エ　聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，情報や考えなどについて，簡潔に書く。
【評価の観点】
●関心・意欲・態度
コミュニケーションに関心をもち，積極的に言語活動を行い，コミュニケーションを図ろうとする。
●表現の能力
日常的な話題について，情報や考えなど伝えたいことを英語で話したり，書いたりして表現する。
●理解の能力
日常的な話題について，英語を聞いたり読んだりして，情報や考えなど相手が伝えようとすることを理解する。
●知識・理解
日常的な話題についての英語の学習を通して，言語やその運用についての知識を身につけるとともに，その背景にある文化などを理解している。
【評価の方法】
次の観点から総合的に評価する。
●日常の授業態度
●発問に対する回答の評価
●課題等の提出状況
●評価問題・定期考査
８４時限　１年間履修
	月
	章
	授業時数
	授業進行案
	指導のポイント（評価のポイント）

	4
	Chapter 1
	6
	①GET READY (pp. 12-13)
→②Part 1 (pp. 14-15) 
→③Part 2 (pp. 16-17) 
→④Part 3 (pp. 18-19)  
→⑤REVIEW (pp. 20-21) 
→⑥ACTIVITY (p. 22)
	・本書の導入として，各章のあらすじを読み取らせる。
・各章の概略を知ることによって，内容を想像させる。
・現在完了（経験），動名詞の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・もっとも興味を持った章について，理由などをまとめてから話し合いをさせる。

	5
	Chapter 2
	6
	①GET READY (pp. 24-25)
→②Part 1 (pp. 26-27) 
→③Part 2 (pp. 28-29) 
→④Part 3 (pp. 30-31)  
→⑤REVIEW (pp. 32-33) 
→⑥ACTIVITY (pp. 34-35) 
	・今までに世界を一周した人物について読み取らせる。
・世界一周にはどのような手段があったのかを理解させる。
・不定詞の副詞的用法，過去分詞の後置修飾の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・行きたい国や移動手段について，英文を書かせる。

	6
	Chapter 3
	7
	①GET READY (pp. 38-39)
→②Part 1 (pp. 40-41) 
→③Part 2 (pp. 42-43) 
→④Part 3 (pp. 44-45)  
→⑤Part 4 (pp. 46-47) 
→⑥REVIEW (pp. 48-49) 
→⑦ACTIVITY (pp. 50-51) 
	・音読時と黙読時の脳の働きの違いを読み取らせる。
・英語を音読することの脳科学的な意義を理解させ，音読学習を促進する。
・関係代名詞who，SVC(V≠be動詞，C＝現在分詞)の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・音声を聴いてメモをとる練習をさせる。
・気持ちを込めて英文を音読させる。

	7
	Chapter 4
	7
	①GET READY (pp. 54-55)
→②Part 1 (pp. 56-57) 
→③Part 2 (pp. 58-59) 
→④Part 3 (pp. 60-61)  
→⑤Part 4 (pp. 62-63) 
→⑥REVIEW (pp. 64-65) 
→⑦ACTIVITY (pp. 66-67) 
	・海外の人々の日本文化についての意見を読み取らせる。
・海外の人々の意見を読み取ることで，日本の文化や習慣を再認識させる。
・seem to+動詞の原形，形式主語のitの表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・身近にある日本の良さについて表現させる。

	(8)
	Optional. 1
	4
	①p. 69→②p. 70→③p. 71→④p. 72
	・状況や登場人物の心の動きを読み取らせる。

	9
	Chapter 5
	7
	①GET READY (pp. 74-75)
→②Part 1 (pp. 76-77) 
→③Part 2 (pp. 78-79) 
→④Part 3 (pp. 80-81)  
→⑤Part 4 (pp. 82-83) 
→⑥REVIEW (pp. 84-85) 
→⑦ACTIVITY (pp. 86-88) 
	・アイスクリームの歴史について把握させる。
・今日のアイスクリームに至るまでの経緯を読み取らせる。
・SVC(V≠be動詞，C＝過去分詞)，同格のthatの表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・様々な時代の食文化についての英文を読ませる。
・ある時代の食文化について，質疑応答をさせる。

	10
	Chapter 6
	7
	①GET READY (pp. 90-91)
→②Part 1 (pp. 92-93) 
→③Part 2 (pp. 94-95) 
→④Part 3 (pp. 96-97)  
→⑤Part 4 (pp. 98-99) 
→⑥REVIEW (pp. 100-101) 
→⑦ACTIVITY (p. 102) 
	・ヘレンの実践と，それが生徒に与えた影響を読み取らせる。
・他人の長所を探すことの意義を理解させ，さらには実践できるようにする。
・関係代名詞what，SVO(O＝疑問詞節)の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・理想の友達についてのエッセイを英語で書かせる。

	11
	Chapter 7
	7
	①GET READY (pp. 106-107)
→②Part 1 (pp. 108-109) 
→③Part 2 (pp. 110-111) 
→④Part 3 (pp. 112-113)  
→⑤Part 4 (pp. 114-115) 
→⑥REVIEW (pp. 116-117) 
→⑦ACTIVITY (pp. 118-119) 
	・サンゴの移植活動に取り組んでいる金城浩二氏の，心身を労して取り組む姿勢を読み取らせる。
・過去完了，SVOC(V＝使役動詞，C＝原形不定詞)の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・環境保全のために個人として何ができるかを考えさせる。

	12
	Chapter 8
	7
	①GET READY (pp. 122-123)
→②Part 1 (pp. 124-125) 
→③Part 2 (pp. 126-127) 
→④Part 3 (pp. 128-129)  
→⑤Part 4 (pp. 130-131) 
→⑥REVIEW (pp. 132-133) 
→⑦ACTIVITY (pp. 134-135) 
	・「英漢字」とはどのようなものかを読み取らせる。
・創造力や自分を信じる心の大切さを認識させる。
・分詞構文，SVOC(V＝使役動詞，C＝過去分詞)の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・國重友美氏の成功への道を英語で説明させる。

	(12)
	Optional. 2
	6
	①p.138→②p.139→③p.140→④p.141→⑤⑥p.142
	・登場人物の気持ち，行動を正確に読み取らせる。

	1
	Chapter 9
	7
	①GET READY (pp. 144-145)
→②Part 1 (pp. 146-147) 
→③Part 2 (pp. 148-149) 
→④Part 3 (pp. 150-151)  
→⑤Part 4 (pp. 152-153) 
→⑥REVIEW (pp. 154-155) 
→⑦ACTIVITY (pp. 156-157) 
	・手塚治虫氏が生涯，漫画を通じて伝えたかったことを読み取らせる。
・過去完了の受け身，関係副詞whereの表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・手塚治虫氏になりきってのインタビューをさせる。

	2
	Chapter 10
	7
	①GET READY (pp. 160-161)
→②Part 1 (pp. 162-163) 
→③Part 2 (pp. 164-165) 
→④Part 3 (pp. 166-167)  
→⑤Part 4 (pp. 168-169) 
→⑥REVIEW (pp. 170-171) 
→⑦ACTIVITY (pp. 172-173) 
	・携帯電話の必要性に関する賛成論および反対論について読み取らせる。
・効果的なディベートの展開方法を理解させる。
・現在完了進行形，仮定法過去の表現を用いた文の意味を理解し，活用できるようにさせる。
・携帯電話の利便性と問題点について，フローチャートの空欄を埋めてからディベートをさせる。

	　
	時数計
	78
	　
	　


※総授業数は，週3時間×年間28週＝84時間とし，うち6時間は囲み等で弾力的に扱うものとした。
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